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1932年生まれの 83歳、講演にあちこち飛び回る日々

京都壼轟 =闊静 :螂鍼

久しぶりの好天で、18時の開場前からリュックを背負った山行帰りの

多加者が詰めかけてくれた。

本誌で 2013年 8月号 (No.462)から2014年 1月 号 (No.467)ま で

3回にわたって連載された く岳人・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件J一青春を

;|き裂いた戦争一〉(後に小冊子『引き裂かれた青春』として発行)の執

業者である山野井孝有さん (著名な登山家である山野井泰史氏の父親)を

迎えて講演会を開催した。

9月 5日、京都府中小企業会館 (京都市)での開催に、兵庫など近畿各

荷県からの参加もあり、110人を超える聴衆で、「宮澤・レーン スパイ
冠罪事件から考えるJ講演会を京都府連盟と京都登山者 9条の会の共催

で開催することができた。
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プ

現
代
が
放
映
し
た
、秋
間
美
江
子
さ
ん
（
ス

パ
イ
と
さ
れ
た
宮
洋
弘
幸
氏
の
妹
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が
、

兄
の
冤
罪
事
件
を
晴
ら
し
た
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と
北
海
道
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や
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訴
え
て
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Ｄ
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澤
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「
ス
パ

イ
冤
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６
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介
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か
ら
講
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い
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山
野
井
さ
ん
は
、
現
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倍
政
権
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史
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い
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の
大
戦
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深
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反
省
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し
た
天
皇
と
大
き
な
相
違

が
あ
る
と
し
、
俳
優

・
菅
原
文
太
さ
ん
を

は
じ
め
戦
争
体
験
者
が

「
三
度
と
戦
争
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
声
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
を
強
調
。
そ
し
て
、
暴
走
す

る
安
倍
政
権
に
対
し
て
国
民
の
怒
り
は
大

い
に
高
ま
っ
て
い
る
と
自
民
党
の
戦
争
体

験
者
の
動
き
な
ど
も
示
し
、
明
ら
か
に
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れ
た
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。
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受
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懲
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収
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さ
れ
た
。
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ら
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録
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５
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．
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．
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・
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を
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］
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スホーツ科学研究所の活動

アスリート・サポートはどうあるべきか
コオーティネーショントレーニンクの研究から
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